
令和２年度業務の実績に関する評価結果の令和３年度業務への反映状況（公立大学法人秋田県立大学）

評価項目

Ⅰ－１－（１）

Ⅰ－１－（２）

　新たに県内出身者を対象とする総合型
選抜を設け、多面的、総合的評価を行う
とともに、高大接続塾ハイレベル講座の
充実や入学生特待生制度の周知など、県
内出身入学生比率の向上に努めているこ
とは評価される。
　県内出身入学生比率の目標達成に向け
て大学の魅力発信を行うなど、更なる取
組が望まれる。

　前年度より開始した新入試制度の情報交換のため、進学推進員による県内高校訪問を強化
し、総合型選抜（※）の出願倍率は1.9倍であった。また、進学推進員による県内外の高校訪
問から得られた情報や総合型選抜後のアフターフォロー訪問も継続し、得られた情報を組織
内で共有し、令和４年度の募集活動や入試の検証に活用した。
　高大接続塾ハイレベル講座(数学・生物・化学）を８月と３月に実施し、県内28校131名の
受講希望者に対して講座を開講した。また、令和４年４月入学者向け入試ガイドに入学生特
待生制度（奨学金制度）を新たに掲載するなど、県内出身学生向けの周知活動の強化を図っ
た。
令和４年度入試では、県内出身入学生比率：37.9％で数値目標を達成した。

※総合型選抜：秋田県内高校在籍者を対象とし、全学部全学科で導入した主体性や意欲を重
視する入試制度。

【県内出身入学生比率】
令和３年度　目標　３５％→実績　３７．９％
令和２年度　目標　３５％→実績　３３．９％
令和元年度　目標　３５％→実績　３２．９％
平成30年度　目標　３５％→実績　２９．５％

　在学生に対する早期からの大学院進学
の働きかけや社会人学生の受入れなどの
取組が行われているものの、大学院収容
定員充足率は目標に達しておらず、定員
充足に向け、より直接的な学生確保の取
組が求められる。

　学部学生の大学院進学を促すため、進路ガイダンスの中で大学院についての説明会を開催
したほか、高校生向けの進学説明会などでも本学大学院の魅力を発信した。大学院優秀学生
奨学金制度では、当該年度入学者25名（年間授業料相当額給付対象者13名、年間授業料相当
額の半額給付対象者12名）を新たに認定し、前年度認定者（博士前期課程２年生）32名（年
間授業料相当額給付対象者14名、年間授業料相当額の半額給付対象者18名）と合わせた計57
名に対して計2,236万円を給付し、経済面での支援を行った。また、大学院進学促進用のパン
フレット「VISION(大学院)」及び「大学院進学の勧め」を活用しながら大学院での研究テー
マや長期履修学生制度、早期修了制度、特別早期修了制度などのＰＲに努め、当該年度は博
士後期課程において社会人学生３名（生物資源科学専攻３名）の受入れに至った。
　その結果、大学院収容定員195名に対し209名の在籍者となり、令和３年度大学院収容定員
充足率は、107.2％で数値目標を達成した。

【大学院収容定員充足率】
令和３年度　目標　１００％→実績１０７．２％
令和２年度　目標　１００％→実績　８７．７％
令和元年度　目標　１００％→実績　８７．７％
平成30年度　目標　１００％→実績　９１．３％
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